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４ 図書販売



ダムニュース ２・ページ

Dam news ● No.439 2021/6

津軽ダムイメージキャラクター
ペッカー君

（国土交通省東北地方整備局 岩木川ダム統合管理事務所）

青森県中津軽郡西目屋村に位置する“津軽ダム”では、この春３種類の

ダムライトアップを実施しました。

まず始めは、『春色、かがやけ。』と題し、ダム立地の西目屋村の水陸

両用バス（企画実施：（一財）ブナの里白神公社「津軽白神ツアー」）の今

シーズンの運行開始初日に合わせ、令和３年４月２９日から５月５日まで

の７日間、５分毎に６パターンでカラーチェンジをする“春のライトアップ”を

実施し、５シーズン目の運行を祝福しました。特に、今回は、津軽ダム初

の試みとして、期間の前半はくるくる廻る「桜の花」をプロジェクターで投

影、後半は、桜の花に替えて「鯉のぼり」を投影し、通常のLEDによるライ

トアップに日本の春を象徴するデザインで一味加えた演出としました。

２つ目は、 ５月８日（赤十字の創始者であるアンリー・デュナン生誕の

日）が世界赤十字デーであり、日本赤十字社青森県支部が「人道」への

理解を深めていただくことを目的として行う「レッドライトアッププロジェクト

2021」の趣旨に賛同し、ダム堤体を「赤色」で灯す“レッドライトアップ”を５

月８日限定で実施しました。津軽ダムが参加するのは、２年ぶり３回目で

す。当日は機器トラブルにより予定より１時間遅れでの実施となりました

が、お待ちいただいた来訪者の皆様には感謝申し上げます。

そして最後３つ目は、５月１２日が「看護の日」（近代看護を築いたフロー

レンス・ナイチンゲールの生誕の日）であることから、この日に、医療従事

者等の皆様への感謝と敬意を表して、ダム堤体を「青色」で灯す“ブルー

ライトアップ”を行いました。

３種類のライトアップ時点で、津軽ダムは常用洪水吐からの自然越流中
のためダムライトアップと放流の両方を同時に楽しめるとあり、男女問わ
ず大人からお子さんまで多くの方にご来訪いただきました。今回のダムラ
イトアップを通じて、来訪者の方にダムを身近に感じていただく機会を提
供出来たこと、また、西目屋村の地域活性化に多少なりとも貢献出来た
ことは非常に有意義でした。

～津軽ダムライトアップでダムを身近に感じてもらおう～
この春３種類のライトアップを実施

▲くるくる廻る「桜の花」をプロジェクターで投影し
ワンポイント添えました

▲５月３日から５日までは、桜の花に替え「鯉の
ぼり」で皆さんをお出迎え

▲一年に一度のレッドライトアップでは、開始前
から多くの来訪者の方で賑わいました

▲ブルーライトアップ当日は、星空が特に綺麗で、
ライトアップと放流と星空をいっぺんに楽しめる
一夜となりました

▲春のライトアップは、津軽ダム恒例の５分毎に
６パターンの色合いで変化するライトアップをメイ
ンに



▲（上）は津軽ダム“春のライトアップ” ▼（下）は“ブルーライトアップ”の周知用ちらし



▲津軽ダム“レッドライトアップ”の周知用ちらし
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～鬼怒川上流４ダムのペーパークラフトを作成しました～

おうちでダム建設

鬼怒川ダム統合管理事務所では、コロナ禍で
も体験できる広報ツールとして、鬼怒川の上
流部、栃木県日光市にある４つのダム（五十
里ダム、川俣ダム、川治ダム、湯西川ダム）に
ついて、ペーパークラフトを作成し、事務所
ホームページに掲載しました。

展開図をＡ４版で作成することによって、家庭
用プリンター、はさみ、のりを用いて、自宅で
簡単に製作することができます。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による
不要不急の外出・移動の自粛、感染リスクの
高まる場面の回避等により、ダム周辺でのイ
ベントの中止等でダムに訪れていただく機会
が減少している昨今、現地に来ることなく自宅
でダムに触れていただく機会を設ける広報
ツールとして作成しました。

（国土交通省 関東地方整備局 鬼怒川ダム統合管理事務所）

ペーパークラフト展開図のダウンロードは、こちらから

https://www.ktr.mlit.go.jp/kinudamu/kinudamu00787.html
スマートフォンご利用の方は、こちらから

鬼怒川上流部では、「人、水、温泉 わくわく鬼怒川水源郷」を将来像とした「鬼怒川上流ダム群
水源地域ビジョン」を策定し、水源地域の振興と活性化を目指しています。現在、観光業において
は新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けていますが、コロナ禍収束後には、観光資源の
一つとして多くの方々にダムを訪れていただき、地域活性化、観光振興の一助となることを期待し
ています。

https://www.ktr.mlit.go.jp/kinudamu/kinudamu00787.html
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Dam news 投稿記事募集

『ダムニュース』編集事務局では、下記のようなあらゆる情報・話題を広く募集して
おります。

内容等につきましては特に問いませんので、下記を参照の上、積極的にご投稿くださ
いますようお願い申し上げます。

１．イベントの開催通知・報告（水の週間、サマーカーニバル、花火大会、コンサート等）

２．小学生等によるダム見学会についての報告（絵・感想文等）

３．ダム所在地等における伝統的な行事の紹介（祭り等）

４．ダム事業に関するPR 活動の紹介（パンフレット、ポスター等）

５．ダム周辺の自然紹介

６．ダム周辺の観光レクリエーション活動の紹介（スポーツ大会等）

７．研究会・講演会・シンポジウムの開催（通知・報告）

８．水害・地震等報告

９．ダム資料館・交流館等の紹介

なお、ご不明な点及び執筆にあたっての要領等につきましては、下記担当までご連絡く
ださい。

※ダムニュースの配信先変更や配信停止などのご希望がありましたら、
ダムニュース編集事務局までご連絡をお願い致します。

［法人名］ 一般財団法人 ダム技術センター『ダムニュース』 編集事務局
［郵便番号］〒110-0008
［住所］東京都台東区池之端2-9-7 池之端日殖ビル2F
［担当者］企画部 ダムニュース担当
［電話］03-5815-4161
［FAX］ 03-5815-4162
［電子メール］damnews@jdec.or.jp
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図 書 販 売
1. ダム技術

・月刊誌 A4 判 12 部/年 年度契約（定期購読申込）
令和3 年4 月号（No.415）～令和4 年3 月号（No.426）1,260円（税別・送料込）

2. 多目的ダムの建設 平成17年版（全7巻）
・平成17 年 6 月発行 A4 判 88,200 円（税込・送料別）

3. RCD工法技術の進歩
・平成17 年 12 月発行 A4 判 4,500 円（税込・送料別）

4. ダムの安全管理
・平成18 年 5 月発行 B5 判 2,000 円（税込・送料別）

5. 台形CSG ダム施工・品質管理技術資料
・平成19 年 9 月発行 A4 判 2,000 円（税込・送料別）

6. 地質現象とダム
・平成20 年 6 月発行 A4 判 7,000 円（税込・送料別）

7. 改訂3版 コンクリートダムの細部技術
・平成22 年 8 月発行 A5 判 6,000 円（税込・送料別）

8. 改訂版 巡航RCD工法施工技術資料
・平成24 年 2 月発行 A4 判 2,000 円（税込・送料別）

9. 台形CSG ダム設計・施工・品質管理技術資料
・平成24 年 6 月発行 A4 判 3,000 円（税込・送料別）

10. ダム基礎における立体的岩盤透水性分布の把握手法
・平成25年 5 月発行 A4 判 5,000 円（税込・送料別）

11. ダム技術Q&A－総集編－改訂版Ⅰ
・平成27年3月発行 A4判 3,000円（税別・送料別）

12. ダムの地質調査―ボーリング・調査坑・トレンチ―
・平成27年3月発行 A4判 6,000円（税込・送料別）

13. ダム工事積算の解説（平成28年度版）
・平成28年5月発行 A4判 2,500円（税込・送料別）

14. RCD工法施工技術資料
・平成31年3月発行 A4判 5,000円（税込・送料別）

15. 岩盤画像の取得と活用
・令和3年3月発行 A4判 7,000円（税込・送料別）

書店では販売をしておりません。
お申込みは、ダム技術センターへ、FAXまたはE-mailをご利用下さい。
申込用紙の形式は定めておりませんが、参考形式が必要な方は、当センターホームページにて、出版物
の項目よりPDF形式でダウンロードする事が可能となっております。

［法人名］ 一般財団法人 ダム技術センター 図書販売
［郵便番号］〒110-0008
［住所］東京都台東区池之端2-9-7 池之端日殖ビル2F
［担当者］図書販売担当
［電話］03-5815-4161
［FAX］ 03-5815-4162
［電子メール］books@jdec.or.jp



図書注文書

◆ご注文の商品は、3 日～10 日程度でお手元に届きます。

◆請求書、納品書、見積書は、商品とは別途郵送にてお届けいたします。(到着日は、商品と1 日程度誤差あり)

◆代金お支払いについて、郵便振替時の手数料は当センターが負担いたします。なお、銀行振込でお支払いされる場
合には、お手数ですがお振込日・お取扱銀行・請求書番号(請求書右上)・金額を必ず書面(FAX もしくは通知状)にて
ご通知下さい。

◆銀行振込の手数料は、お客様のご負担となります。ご通知がない場合、代金が振り込まれても未払い扱いとなり、
後日再請求する可能性があります。ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

◆特定の様式による請求書等をご希望の際は、注文書、指定請求用紙などを同封の上、郵便もしくはFAX、E-mail等に
て上記の問い合わせ先にお申し込み下さい。なお、郵便によるご注文の場合、商品到着までに通常より日数がかかり
ますのでご了承下さい。

［法人名］ 一般財団法人 ダム技術センター 図書販売
［郵便番号］〒110-0008
［住所］東京都台東区池之端2-9-7 池之端日殖ビル2F
［担当者］図書販売担当
［電話］03-5815-4161
［FAX］ 03-5815-4162
［電子メール］books@jdec.or.jp

一般財団法人ダム技術センター図書販売担当宛

FAX（03-5815-4162）

下記のとおり注文します。

No 書籍名 部数

1

2

3

＊公/私どちらかに○をお付け下さい。
公→宛名（会社名） 私→宛名（申込者名）となります。

公・（宛名（会社名）） 私・（宛名（申込者名））

申込者
（ご氏名）

ふりがな

会社名

事務所名・
部署名

所在地
（〒 - ）

TEL FAX

E-mail

通信欄
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